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(57)【要約】
【課題】本発明は検査対象に対する連続された断面画像
データを利用し立体的な映像を具現し、実際内視鏡を通
じて撮影されたことと同一である映像が具現できると共
に具現された映像の歪曲を防止しながら、撮影時間を縮
めさせることができ、さらに精緻な映像が撮影できるよ
うにする仮想内視鏡装置及びその駆動方法を提供する
【解決手段】本発明に係る仮想内視鏡装置は検査対象に
対する連続された断面画像データで３次元位置関数で表
示されるボリュームデータを生成し、前記ボリュームデ
ータに基づいて前記検査対象内部の仮想内視鏡データを
生成するデータ処理部及び前記仮想内視鏡データによる
仮想内視鏡の映像を表示する表示部を含み、前記データ
処理部は仮想カメラを前記検査対象の内部の移動経路を
軸に回転させながら前記検査対象の内部を撮影し、これ
によって前記仮想内視鏡データを同一角度によって生成
することを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
検査対象に対する連続された断面画像データで３次元位置関数に表示されるボリュームデ
ータを生成し、前記ボリュームデータに基づいて前記検査対象内部の仮想内視鏡データを
生成するデータ処理部と、
前記仮想内視鏡データによる仮想内視鏡の映像を表示する表示部とを含み、
前記データ処理部は仮想カメラを前記検査対象の内部の移動経路を軸に回転させながら前
記検査対象の内部を撮影し、これによって前記仮想内視鏡データを同一角度によって生成
することを特徴とする仮想内視鏡装置。
【請求項２】
前記仮想カメラは前記移動経路に垂直に回転することを特徴とする、請求項１記載の仮想
内視鏡装置。
【請求項３】
前記仮想カメラは視野角が６０～１２０゜であるのを特徴とする、請求項１記載の仮想内
視鏡装置。
【請求項４】
前記仮想カメラは前記移動経路を軸に回転しながら同時に前記移動経路に沿って進行する
ことを特徴とする請求項１記載の仮想内視鏡装置。
【請求項５】
前記仮想カメラは進行が止めた状態で回転することを特徴とする、請求項１記載の仮想内
視鏡装置。
【請求項６】
前記仮想カメラの回転角度は３６０゜より大きいか同じであることを特徴とする、請求項
１記載の仮想内視鏡装置。
【請求項７】
前記検査対象の内部の移動経路は前記断面画像の中心点を連結した線であることを特徴と
する、請求項１記載の仮想内視鏡装置。
【請求項８】
前記断面画像データはコンピュータ断層撮影機(Computed Topography:ＣＴ)及び磁気共鳴
診断装置(Magnetic Resonance Imaging:ＭＲＩ)の内少なくとも一つから入力されるデー
タであることを特徴とする請求項１記載の仮想内視鏡装置。
【請求項９】
前記表示部は前記仮想カメラが回転し撮影した前記仮想内視鏡の映像を前記仮想カメラの
回転方向に広げて表示することを特徴とする請求項１記載の仮想内視鏡装置。
【請求項１０】
前記表示部に表示された一つの前記仮想内視鏡の映像は両方端が互いに重畳(Overlap)さ
れることを特徴とする請求項９記載の仮想内視鏡装置。
【請求項１１】
前記表示部に表示される連続された二つの前記仮想内視鏡の映像は互いに重畳される部分
を含む請求項９記載の仮想内視鏡装置。
【請求項１２】
前記仮想カメラは前記移動経路を片道(One path)で移動することを特徴とする請求項１記
載の仮想内視鏡装置。
【請求項１３】
検査対象に対する連続された断面画像データを入力する段階と、
前記断面画像データで３次元位置関数に表示されるボリュームデータを生成する段階と、
前記検査対象の内部の移動経路を設定する段階と、
仮想カメラを前記移動経路を軸に回転させながら前記ボリュームデータに基づいて前記検
査対象内部の仮想内視鏡の映像を撮影し、撮影した前記仮想内視鏡の同一角度によって再
構成し出力する段階と、
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前記同一角度によって再構成した仮想内視鏡の映像を表示する段階と、
を含む仮想内視鏡装置の駆動方法。
【請求項１４】
入力される検査対象に対する断面画像データで仮想内視鏡データを生成するデータ処理部
と、
前記仮想内視鏡データによる映像を一つの画面に表示する表示部を含み、
前記仮想内視鏡データによる映像は少なくとも一つの仮想内視鏡の映像と、少なくとも一
つの参照画像を含み、
少なくとも一つの前記仮想内視鏡の映像は
仮想カメラを前記検査対象の内部の移動経路を軸に回転させながら前記検査対象内部を撮
影し、撮影した前記検査対象のデータを同一角度によって再構成したことを特徴とする仮
想内視鏡装置。
【請求項１５】
前記データ処理部は前記検査対象に対する連続された断面画像データで３次元位置関数で
表示されるボリュームデータを生成し、前記ボリュームデータに基づいてて前記検査対象
内部の仮想内視鏡データを生成することを特徴とする、請求項１４記載の仮想内視鏡装置
。
【請求項１６】
前記参照画像は前記検査対象のＸ－Ｙ平面映像、Ｙ－Ｚ平面映像及びＸ－Ｚ平面映像の内
少なくとも一つを含む請求項１４記載の仮想内視鏡装置。
【請求項１７】
前記参照画像は前記仮想カメラの前記移動経路に対する映像を含むことを特徴とする、
請求項１４記載の仮想内視鏡装置。
【請求項１８】
前記移動経路に対する映像は前記検査対象の一部に対する移動経路を表示した映像である
ことを特徴とする、請求項１７記載の仮想内視鏡装置。
【請求項１９】
前記移動経路に対する映像は前記検査対象の全体に対する移動経路を表示した映像である
ことを特徴とする、請求項１７記載の仮想内視鏡装置。
【請求項２０】
前記表示部に一緒に表示される少なくとも一つの仮想内視鏡の映像と少なくとも一つの参
照画像の内いずれか一つの映像の情報が変更される場合、残り映像の内少なくとも一つの
映像の情報が連動し変更されることを特徴とする、請求項１４記載の仮想内視鏡装置。
【請求項２１】
前記表示部に一緒に表示される少なくとも一つの仮想内視鏡の映像と少なくとも一つの参
照画像の内いずれか一つの映像で任意の第１部分を選択する場合、残り映像の内少なくと
も一つの映像は前記第１部分に当る部分を表示することを特徴とする、請求項２０記載の
仮想内視鏡装置。
【請求項２２】
少なくとも一つの前記仮想内視鏡の映像と少なくとも一つの前記参照画像の内少なくとも
一つの映像は外部から入力される命令に従って拡大または縮まることを特徴とする、請求
項１４記載の仮想内視鏡装置。
【請求項２３】
少なくとも一つの前記仮想内視鏡の映像と少なくとも一つの前記参照画像の内少なくとも
一つの映像はスライドショー方式で表示されることを特徴とする、請求項１４記載の仮想
内視鏡装置。
【請求項２４】
少なくとも一つの前記仮想内視鏡の映像と少なくとも一つの前記参照画像の内少なくとも
一つの映像はパノラマ方式に表示されることを特徴とする、請求項１４記載の仮想内視鏡
装置。
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【請求項２５】
少なくとも一つの前記仮想内視鏡の映像と少なくとも一つの前記参照画像の内少なくとも
一つの映像で任意の第１部分を関心部分で指定する場合、残り映像の内少なくとも一つで
前記第１部分に対応される部分も関心部分に指定される請求項１４記載の仮想内視鏡装置
。
【請求項２６】
前記関心部分に対する映像はメモリーに貯蔵されることを特徴とする、請求項２５記載の
仮想内視鏡装置。
【請求項２７】
前記関心部分に対するローディング命令が入力される場合、前記メモリーに貯蔵された前
記関心部分に対する映像を表示する請求項２６記載の仮想内視鏡装置。
【請求項２８】
検査対象に対する連続された断面画像データを入力する段階と、
前記断面画像データで３次元位置関数に表示されるボリュームデータを生成する段階と、
前記ボリュームデータに基づいて前記検査対象の仮想内視鏡データを生成する段階と、
前記仮想内視鏡データによる少なくとも一つの仮想内視鏡の映像と少なくとも一つの参照
画像を一つの画面に表示する段階を含み、
少なくとも一つの前記仮想内視鏡の映像は
仮想カメラを前記検査対象の内部の移動経路を軸に回転させながら前記検査対象内部を撮
影し、撮影した前記検査対象のデータを同一角度によって再構成したことを特徴とする仮
想内視鏡装置の駆動方法。
【請求項２９】
一つの画面に一緒に表示された少なくとも一つの前記仮想内視鏡の映像と少なくとも一つ
の前記参照画像の内いずれか一つの映像の情報が変更される場合、残り映像の内少なくと
も一つの映像の情報を連動し変更する段階をさらに含むことを特徴とする、請求項２８記
載の仮想内視鏡装置の駆動方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は仮想内視鏡装置とその駆動方法及び検診装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
最近患者の胃、大腸などの健康状態を察するために内視鏡が使われている。内視鏡で患者
の内臓の健康状態を観察するためには内視鏡を直接人の内臓の内部に挿入してする。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
このような場合、患者は異物感、苦痛などを感じえるし、甚だしくは挿入される内視鏡に
よって患者の内臓が損傷を被ることがある問題点がある。
【０００４】
このような問題点を解決するために最近には一連の断層映像を利用し立体的な映像を具現
する方法で、実際内視鏡が撮影したのと同じ映像を具現する仮想内視鏡装置が開発されて
いる。
【０００５】
本発明の目的とするところは検査対象に対する連続された断面画像データを利用し立体的
な映像を具現し、実際内視鏡を通じて撮影されたことと同一である映像が具現できると共
に具現された映像の歪曲を防止しながら、撮影時間を縮めさせることができ、さらに精緻
な映像が撮影できるようにする仮想内視鏡装置及びその駆動方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
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【０００６】
前記課題を解決するために本発明に係る仮想内視鏡装置は検査対象に対する連続された断
面画像データで３次元位置関数で表示されるボリュームデータを生成し、前記ボリューム
データに基づいて前記検査対象内部の仮想内視鏡データを生成するデータ処理部及び仮想
内視鏡データによる仮想内視鏡映像を表示する表示部を含み、データ処理部は仮想カメラ
を検査対象の内部の移動経路を軸に回転させながら検査対象内部を撮影し、これによって
仮想内視鏡データを同一角度によって生成することを特徴とする。
【０００７】
また、仮想カメラは移動経路に垂直に回転することを特徴とする。
【０００８】
また、仮想カメラは視野角が６０～１２０゜であるのを特徴とする。
【０００９】
また、仮想カメラは移動経路を軸に回転しながら同時に移動経路に沿って進行することを
特徴とする。
【００１０】
また、仮想カメラは進行が止めた状態で回転することを特徴とする。
【００１１】
また、仮想カメラの回転角度は３６０゜より大きいか同一であることを特徴とする。
【００１２】
また、検査対象の内部の移動経路は断面画像の中心点を連結した線であるのを特徴とする
。
【００１３】
また、断面画像データはコンピュータ断層撮影機(Computed Topography:ＣＴ) 及び磁気
共鳴診断装置(Magnetic Resonance Imaging:ＭＲＩ) の内少なくとも一つから入力される
データであることを特徴とする。
【００１４】
また、表示部は仮想カメラが回転し撮影した仮想内視鏡映像を仮想カメラの回転方向に広
げて表示することを特徴とする。
【００１５】
また、表示部に表示された一つの仮想内視鏡映像は両方端が互いに重畳(Overlap)される
ことを特徴とする。
【００１６】
また、表示部に表示される連続された２個の仮想内視鏡映像は互いに重畳(Overlap)され
る部分を含むことを特徴とする。
【００１７】
また、仮想カメラは移動経路を片道(One path)で移動することを特徴とする。
【００１８】
また、本発明に係る仮想内視鏡装置の駆動方法は検査対象に対する連続された断面画像デ
ータを入力する段階と、断面画像データで３次元位置関数で表示されるボリュームデータ
を生成する段階と、検査対象の内部の移動経路を設定する段階と、カメラを移動経路を軸
に回転させながらボリュームデータに基づいて検査対象内部の仮想内視鏡映像を撮影し、
撮影した仮想内視鏡の同一角度によって再構成し出力する段階及び同一角度によって再構
成した仮想内視鏡映像を表示する段階を含むことができる。
【００１９】
また、本発明に係る検診装置は検査対象に対する連続された断面画像データを生成する断
面画像生成部と、断面画像データで３次元位置関数に表示されるボリュームデータを生成
し、ボリュームデータに基づいて仮想カメラを検査対象の内部の移動経路を軸に回転させ
ながら検査対象内部を撮影し、仮想対象の内部の仮想内視鏡データを同一角度によって生
成するデータ処理部及び仮想内視鏡データによる仮想内視鏡映像を表示する表示部を含む
ことができる。
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【００２０】
また、断面画像生成部はコンピュータ断層撮影機(Computed Topography:ＣＴ) または磁
気共鳴診断装置(Magnetic Resonance Imaging:ＭＲＩ)であるのを特徴とする。
【発明の効果】
【００２１】
本発明に係る仮想内視鏡装置及びその駆動方法によって検査対象に対する連続された断面
画像データを利用し立体的な映像を具現することと同時に具現された映像の歪曲を防止し
ながら、撮影時間を縮めさせることができ、さらに精緻な映像の撮影が可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明に係る検診装置及び仮想内視鏡装置の構成及び動作に対して説明するため
の図である。
【図２】本発明に係る検診装置及び仮想内視鏡装置の構成及び動作に対して説明するため
の図である。
【図３】本発明に係る検診装置及び仮想内視鏡装置の構成及び動作に対して説明するため
の図である。
【図４】本発明に係る検診装置及び仮想内視鏡装置の構成及び動作に対して説明するため
の図である。
【図５】本発明に係る検診装置及び仮想内視鏡装置の構成及び動作に対して説明するため
の図である。
【図６】本発明に係る検診装置及び仮想内視鏡装置の構成及び動作に対して説明するため
の図である。
【図７】本発明に係る実施の形態と比較例を比べるための図である。
【図８】本発明に係る実施の形態と比較例を比べるための図である。
【図９】本発明に係る実施の形態と比較例を比べるための図である。
【図１０】仮想内視鏡の映像の再構成方法に対して説明するための図である。
【図１１】仮想内視鏡の映像の再構成方法に対して説明するための図である。
【図１２】仮想内視鏡の映像の再構成方法に対して説明するための図である。
【図１３】一つの画面に仮想内視鏡の映像と参照画像を一緒に表示する方法の一例を説明
するための図である。
【図１４】一つの画面に仮想内視鏡の映像と参照画像を一緒に表示する方法の一例を説明
するための図である。
【図１５】一つの画面に仮想内視鏡の映像と参照画像を一緒に表示する方法の一例を説明
するための図である。
【図１６】一つの画面に仮想内視鏡の映像と参照画像を一緒に表示する方法の一例を説明
するための図である。
【図１７】仮想カメラの移動経路を表示する参照画像に対して説明するための図である。
【図１８】仮想カメラの移動経路を表示する参照画像に対して説明するための図である。
【図１９】仮想カメラの移動経路を表示する参照画像に対して説明するための図である。
【図２０】本発明に係る仮想内視鏡装置のまた他の機能の一例に対して説明するための図
である。
【図２１】本発明に係る仮想内視鏡装置のまた他の機能の一例に対して説明するための図
である。
【図２２】本発明に係る仮想内視鏡装置のまた他の機能の一例に対して説明するための図
である。
【図２３】本発明に係る仮想内視鏡装置のまた他の機能の一例に対して説明するための図
である。
【図２４】本発明に係る仮想内視鏡装置のまた他の機能の一例に対して説明するための図
である。
【図２５】仮想カメラの回転軸に対して説明するための図である。
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【図２６】仮想カメラの回転軸に対して説明するための図である。
【図２７】仮想カメラの動きに対して説明するための図である。
【図２８】仮想カメラの視野角に対して説明するための図である。
【図２９】仮想カメラの視野角に対して説明するための図である。
【図３０】仮想カメラの視野角に対して説明するための図である。
【図３１】仮想カメラの回転角度に対して説明するための図である。
【図３２】仮想カメラの回転角度に対して説明するための図である。
【図３３】仮想カメラの進行距離に対して説明するための図である。
【図３４】仮想カメラの進行距離に対して説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
【００２４】
図１乃至図６は本発明に係る検診装置及び仮想内視鏡装置の構成及び動作に対して説明す
るための図である。
【００２５】
先ず、図１を注意深く見れば本発明に係る検診装置１０は断面画像生成部１００と仮想内
視鏡装置１１０を含むことができる。ここで、断面画像生成部１００は検査対象に対する
連続された断面画像データを生成することができる。
【００２６】
共に、仮想内視鏡装置１１０は断面画像生成部１００が生成した所定の検査対象、例えば
人の胃、大腸などの断面画像データを利用し仮想内視鏡の映像を生成及び表示することが
できる。
【００２７】
望ましくは、仮想内視鏡装置１１０は断面画像生成部１００が生成した断面画像データで
３次元位置関数に表示されるボリュームデータを生成し、ボリュームデータに基づいてて
仮想内視鏡カメラを検査対象の内部の移動経路を軸に回転させながら検査対象内部を撮影
し仮想内視鏡データを同一角度によって生成するデータ処理部(Data Processor :１２０)
 及び仮想内視鏡データによる仮想内視鏡の映像及び参照画像を一つの画面に表示する表
示部１３０を含むことができる。
【００２８】
共に、断面画像生成部１００は所定の検査対象の断面画像を撮影することができるコンピ
ュータ断層撮影機(Computed Topography:ＣＴ)及び磁気共鳴診断装置(Magnetic Resonanc
e Imaging:ＭＲＩ)の内どのひとつであるのが望ましい。
【００２９】
共に、図２のようにデータ処理部１２０は前処理部１２１、ボリュームデータ生成部１２
２、撮影部１２３、命令入力部１２４、メモリー１２５及び制御部１２６を含むことがで
きる。
【００３０】
前処理部１２１は断面画像生成部１００から入力される検査対象の断面画像データを補間
(Interpolation)、分割(Segmentation)などの過程を通じてデータ処理することができる
。
【００３１】
補間は映像の解像度を高めるために連続される映像の間に現在シーケンス映像の以前と以
後の差を求める過程で、その差分画像を補間することができる。
【００３２】
分割は３次元ボリュームデータを生成するために関心部位の映像の強度(Intensity)に当
るしきい値(Threshold)を設定し、設定したしきい値以上の値のみをフィルタリングする
過程であることがある。
【００３３】
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ボリュームデータ生成部１２２はレンダリング(Rendering)技法を利用し断面画像生成部
１００が生成した断面画像データから３次元ボリュームデータを生成することができる。
  　
【００３４】
望ましくは、ボリュームデータ生成部１２２はボリュームレンダリング技法で前処理部１
２１が処理した映像データを利用し３次元ボリュームデータを生成することができる。　
【００３５】
撮影部１２３はボリュームデータ生成部１２２が生成したボリュームデータに基づいて仮
想内視鏡カメラを検査対象の内部の移動経路を軸に回転させながら検査対象内部を撮影す
ることができる。
【００３６】
このような、方法で撮影部１２３が撮影した検査対象内部の映像データが同一角度による
仮想内視鏡データとして出力されることができる。
【００３７】
命令入力部１２４は外部から、例えば使用者から入力される制御命令を制御部１２６で入
力することで、制御命令にデータ処理部１２０の動作を制御することができるようにでき
る。
【００３８】
メモリー１２５はキャプチャー(Capture)された映像、関心部分に対する情報などの多様
なデータを貯蔵することができる。
【００３９】
一方、撮影の時仮上カメラは検査対象の内部に設定された移動経路に付いて移動すること
ができる。
【００４０】
共に、検査対象の内部に設定された移動経路は図３の場合のように断面画像生成部１００
が出力した検査対象２００の断面画像３００～断面画像３３０の中心点（Ｐ１～Ｐ４）を
接続した線で有り得る。
【００４１】
本発明で検査対象の内部に設定された移動経路は断面画像３００～断面画像３３０の中心
点（Ｐ１～Ｐ４）を連結した線であるのに限定されるのではない。場合によって、移動経
路は断面画像３００～断面画像３３０の内少なくとも一つの中心点（Ｐ１～Ｐ４）を経た
なくても関係ない。
【００４２】
制御部１２６は仮想内視鏡データの生成過程を制御することができる。
【００４３】
制御部１２６の制御によって撮影部１２３が出力した仮想内視鏡データが表示部１３０に
伝送でき、これによって表示部１３０は仮想内視鏡の映像を表示することができるのであ
る。
【００４４】
前記で説明した仮想内視鏡装置１１０の動作を図４を参照しさらに詳しく説明すれば次の
ようである。以下では検査対象を人の大腸と仮定して説明することにする。本発明が検査
することができる検査対象は人の大腸のみならず、胃、気管支など多様することがある。
【００４５】
図４を注意深く見れば、仮想カメラ２２０は大腸２００の内部に設定された移動経路２１
０を軸に回転しながら所定の視野角(θ1)で大腸２００の内部を撮影することができる。
ここで、仮想カメラ２２０は同一である角度で回転することができる。例えば、仮想カメ
ラ２２０は１回に６０゜(度)ずつ総６回回転しながら大腸２００の内部を撮影することが
できる。
【００４６】
これによって、仮想カメラ２２０を基準で大腸２００内部の上部部分４１０と下部部分４
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２０が共に撮影されることができる。
【００４７】
例えば、図５の場合のように仮想カメラ２２０が円筒形象の大腸２００の内部に設定され
た移動経路２１０を軸に１回回転しながら映像を撮影できる。
【００４８】
共に、図５のような方式で撮影した仮想内視鏡データによる仮想内視鏡の映像を図６の場
合のように仮想カメラ２２０の回転方向、すなわち中心軸２１０と交差する方向に広げて
表示することができる。
【００４９】
前記図６のように、仮想カメラ２２０で撮影した仮想内視鏡の映像を仮想カメラ２２０の
回転方向に広げて表示するようになれば、大腸２００内壁の検査がより容易することがあ
る。
【００５０】
例えば、大腸の検査では内臓内壁に今６ｍｍ以上の茸腫が形成されているかどうかを観察
するのが重要することがある。このような茸腫は普通丸い突起形象を有している。そして
大腸に形成される茸腫は大腸のしわの間に位置することができるのに、このように大腸の
しわの間に位置する茸腫は発見が易しくないこともある。
【００５１】
反面に、図５乃至図６の場合のように仮想カメラ２２０を移動経路２１０を基準で回転さ
せながら大腸２００の内壁を撮影し、共に撮影した仮想内視鏡の映像を仮想カメラ２２０
の回転方向に広げて表示する場合には、大腸２００のしわ間間をより確実に確認すること
ができるので仮想内視鏡の映像の歪曲を減らすことができるし、これによって茸腫の検出
がより容易することができる。
【００５２】
これによって、診断の正確性及び速度が向上することができる。
【００５３】
共に、前記のように仮想カメラ２２０を移動経路２１０を基準で回転させながら撮影する
ので仮想カメラ２２０は移動経路２１０を片道(One path)で移動するのが可能である。　
　
【００５４】
これによって、撮影に所要する時間を減らすことができる。
【００５５】
図７乃至図９は本発明に係る実施の形態と比較例を比べるための図である。
【００５６】
先ず、図７を注意深く見れば第１比較例による方法が示されている。
第１比較例では仮想カメラ２２０は大腸２００の内部に設定された移動経路２１０に付い
て矢印方向に直進しながら所定の視野角(θ2)で内臓２００の内部を撮影することができ
る。
【００５７】
このような第１比較例で仮想カメラ２２０が撮影可能な領域７００はよほど制限的になる
しかない。その理由は仮想カメラ２２０が直進しながら撮影するによって仮想カメラ２２
０の視野に入って来ない領域（７１０、７２０）が発生するからである。
【００５８】
したがって第１比較例による方法で撮影した仮想内視鏡の映像を表示する場合には表示さ
れた映像で茸腫を捜し出しにくく、共に表示された映像には歪曲が複数発生することで診
断の正確性が低下されることができる。
【００５９】
一方、第１比較例では茸腫の検出効率を高め診断の正確性を高めるために仮想カメラ２２
０を往復移動(Two Path)するように設定することができる。すなわち、仮想カメラ２２０
が移動経路２１０に付いて矢印方向に移動しながら大腸２００を撮影してから、また矢印
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と反対方向に移動しながら大腸２００を撮影するのが可能であることである。
【００６０】
しかしこのような場合にも仮想カメラ２２０が直進しながら大腸２００を撮影するから仮
想カメラ２２０の視野から脱する領域が存在し、これによって画面の歪曲は相変らず複数
残っていて、また仮想カメラ２２０の往復移動によって撮影時間が長くなることができる
。
【００６１】
次、図８には第２比較例による方法の場合が示されている。
【００６２】
図８のように第２比較例では仮想カメラ２２０は移動経路２１０に付いて移動しながら複
数の方向で同時に撮影することができる。
【００６３】
例えば、仮想カメラ２２０は上、下、左、右、前、後の総６個の方向で同時に大腸２００
を撮影することができる。
【００６４】
共に、図８のような方法で撮影した映像を図９の場合と一緒にいっぺんに広げて表示する
ことができる。
【００６５】
例えば、大腸２００の上部方向を撮影した第１映像９００を画面の上部に配置し、大腸２
００の下部方向を撮影した第２映像９１０を画面の下部に配置し、大腸２００の左側方向
を撮影した第３映像９２０を画面の左側に配置し、大腸２００が右側方向を撮影した第４
映像９３０を画面の右側に配置し、大腸２００の前方方向を撮影した第５映像９４０を画
面の中央に配置し、大腸２００の後方方向を撮影した第６映像９５０を第４映像９３０の
右側に配置することができる。
【００６６】
このような場合には、互いに異なる方向に撮影した映像を一つの画面に表示するからそれ
ぞれの映像（９００～９５０）の境界部分で歪曲が発生することができる。これによって
診断の正確性が低下されることができる。
【００６７】
反面に、前の図６のようにに本発明の実施の形態のように仮想カメラ２２０を移動経路２
１０を軸に回転させながら大腸２００の内部を撮影し、撮影した映像を仮想カメラ２２０
の回転方向に広げて表示したら仮想内視鏡の映像の歪曲を減らすことができて診断の正確
性が向上することがある。
【００６８】
したがって本発明に係る実施の形態は比較例１及び比較例２に比べて診断の正確性が高い
ことがある。
【００６９】
図１０乃至図１２は仮想内視鏡の映像の再構成方法に対して説明するための図である。
【００７０】
先ず、図１０を注意深く見れば本発明では仮想カメラ２２０が回転しながら大腸２００の
仮想内視鏡の映像を撮影し、撮影した仮想内視鏡の映像によるデータを同一角度によって
再構成することができる。例えば、仮想カメラ２２０は時計方向(Clockwise)で 6θ位ず
つ回転しながら撮影することができる。同時に、仮想カメラ２２０が 6θの角度で回転し
ながら撮影した映像によるデータを θの角度によって再構成することができる。  すな
わち、仮想カメラ２２０が撮影した家事内視鏡映像を同一である角度(θ)によってそれぞ
れ再構成するのである。
【００７１】
このように、仮想カメラ２２０を回転させながら撮影し、撮影した仮想内視鏡の映像によ
るデータを同一角度によって再構成する場合には表示する映像たちの境界部分に歪曲が発
生することを抑制することができる。これによって、診断の正確性をさらに高めることが
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できる。
【００７２】
一方、本発明とは異なりに仮想カメラ２２０を等間隔によって再構成する方法の一例が図
１１に示されている。
【００７３】
このような図１１のような方法では仮想内視鏡の映像によるデータをイメージパネル （I
mage panel）で同一である間隔によって再構成し映像を得るのである。
【００７４】
すなわち、仮想カメラ２２０で第１領域１１００を撮影する時第１領域１１００を所定の
間隔ｄによって複数のサブ領域で区切り、区切ったサブ領域それぞれで映像を獲得するこ
とができる。共に、仮想カメラ２２０が第２領域１１１０を撮影する時にも第２領域１１
１０を所定の間隔ｄによって複数のサブ領域で区切り、
区切ったサブ領域それぞれで映像を獲得することができるのである。
【００７５】
このような図１１のような方法で同一である間隔によって仮想内視鏡データを再構成して
大腸２００内部の仮想内視鏡の映像を得ることができる。
【００７６】
しかし図１１のような方法を使えば、映像の境界部分で画面の歪曲が増加することができ
る。
【００７７】
これに対して図１２を参照しさらに注意深く見れば次のようである。
【００７８】
図１２の（ａ）のようにに仮想カメラ２２０が撮影した仮想内視鏡の映像によるデータを
同一である間隔ｄによって再構成するようになれば、第１領域１２００の映像と第２領域
１２１０の映像の境界部分がさらに拡がったように見えるようになり、これによって映像
の歪曲が発生することができる。
【００７９】
その理由は、仮想内視鏡データを同一である間隔ｄによって再構成するようになれば、第
１領域１２００と第２領域１２１０の境界部分（Ａ）では仮想カメラ２２０の視覚でさら
にぎっしりと見えるようになり、これによってそれぞれの映像を画面上に広げれば該当の
領域（Ａ）がさらに拡がったように見えるからである。
【００８０】
反面に、図１２の（ｂ）の場合のように仮想内視鏡データを同一である角度によって再構
成するようになる場合には下のようなことがある。
【００８１】
図１２の（ｂ）の場合には仮想カメラ２２０の視覚で第１領域１２２０と第２領域１２３
０の境界部分（Ａ）と中央部分（Ｂ）が実質的に同等水準と見えられる。
【００８２】
これによって、図１２の（ｂ）のような方法に再構成した仮想内視鏡データによる映像を
表示した場合に映像の歪曲が減少することができる。
【００８３】
図１３乃至図１６は一つの画面に仮想内視鏡の映像と参照画像を一緒に表示する方法の一
例を説明するための図である。
【００８４】
先ず、図１３を注意深く見れば一つの画面に表示される映像の内少なくとも一つは仮想内
視鏡の映像（１３１０、１３００）を含むことができる。
【００８５】
共に、少なくとも一つの仮想内視鏡の映像（１３１０、１３００）の内少なくとも一つは
仮想カメラを移動経路を軸に回転させながら検査対象を撮影し、撮影した仮想内視鏡デー
タを同一である角度によって再構成したのである。
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【００８６】
以下では、仮想カメラを移動経路を軸に回転させながら検査対象を撮影し、撮影した仮想
内視鏡データを同一である角度によって再構成した仮想内視鏡の映像１３００をバンド 
ビュー（Band View）１３００とする。このようなバンド ビュー映像１３００に対しては
先で詳しく説明したので重複される説明を省略する。
【００８７】
図１３でまた一つの仮想内視鏡の映像１３１０は前の図７で説明したところのような方法
で検査対象を撮影した映像で有り得る。
【００８８】
このようにバンド ビュー映像１３００以外にバンド ビュー映像１３００と異なるタイプ
のまた他の仮想内視鏡の映像１３１０を一緒に表示する場合には検査対象を多角度で観察
することができるから検診の正確性を向上させることができ、検診に所要する時間をさら
に減らすことができる。
【００８９】
共に、バンド ビュー映像１３００と一緒に参照画像（１３２０、１３３０、１３４０）
を一つの画面に表示することができる。
【００９０】
このような参照画像（１３２０、１３３０、１３４０）は観察者にさらに詳細な情報を提
供することで検診の効率を高めることができる。
【００９１】
このような参照画像（１３２０、１３３０、１３４０）中少なくとも一つは仮想カメラの
移動経路が表示された映像１３２０であることがある。このような識別番号１３２０の参
照画像を第１参照画像とする。
【００９２】
第１参照画像１３２０を注意深く見れば、検査対象の大腸が表示されているし、大腸の中
央部分に仮想カメラの移動経路が線に表示されている。
【００９３】
共に、参照画像（１３２０、１３３０、１３４０）の内少なくとも一つは検査対象のＸ－
Ｙ平面映像であることがある。
【００９４】
例えば、図１４の場合のように検査対象１４００でＺ軸の座標が同一であるＡｘｉａｌ映
像１４１０が参照画像で有り得る。
【００９５】
共に、参照画像（１３２０、１３３０、１３４０）の内少なくとも一つは検査対象の
Ｙ－Ｚ平面映像で有り得る。例えば、図１５の場合のように検査対象１４００でＸ軸の座
標が同一であるサジタル（Sagittal）画像１４２０が参照画像で有り得る。
【００９６】
また、参照画像（１３２０、１３３０、１３４０)の内少なくとも一つは検査対象の Ｘ－
Ｚ平面映像で有り得る。例えば、図１６の場合のように検査対象１４００でＹ軸の座標が
同一であるCoronal画像１４３０が参照画像で有り得る。
【００９７】
図１３でまた他の仮想内視鏡の映像１３１０の横方向をＸ軸とし、縦方向を
Ｙ軸と仮定すれば、参照画像（１３２０、１３３０、１３４０）の中第２参照画像１３３
０は図１６のようにＹ軸座標が同一であるCoronal画像１４３０であり、参照画像（１３
２０、１３３０、１３４０）の中第３参照画像１３４０は図１５のようにＸ軸座標が同一
である
サジタル画像１４２０で有り得る。
【００９８】
共に、表示部に一緒に表示される少なくとも一つの仮想内視鏡の映像（１３１０、１３０
０）と少なくとも一つの参照画像（１３２０、１３３０、１３４０）の中いずれか一つの
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映像の情報が変更される場合、残り映像の内少なくとも一つの映像の情報が連動して変更
されることが望ましい。
【００９９】
例えば、図１３で使用者が第１参照画像１３２０で第１地点（Ｓ１）をマウス(Mouse) な
どの命令入力手段を使って選択する場合には、第１地点（Ｓ１）に対応するように仮想内
視鏡の映像（１３００、１３１０）が表示され、共に、第１地点（Ｓ１）に対応するよう
に参照画像（１３２０、１３３０、１３４０）が表示されることができる。
【０１００】
以後、使用者は第１参照画像１３２０に第２地点（Ｓ２）を選択する場合には仮想内視鏡
の映像（１３００、１３１０）及び参照画像（１３２０、１３３０、１３４０）が第
１地点（Ｓ１）に対応する映像から第２地点（Ｓ２）に対応する映像に変更されることが
できる。
【０１０１】
詳しくは、先の図２で命令入力部１２４を通じて第１参照画像１３２０で第１地点（Ｓ１
）から第２地点（Ｓ２）に選択する位置を変更するという命令が入力される場合に制御部
１２６はこれを確認し、確認結果によって仮想内視鏡の映像（１３００、１３１０）及び
第２、３参照画像（１３３０、１３４０）が第２地点（Ｓ２）に対応される映像を表示す
るように制御することができる。
【０１０２】
このように、画面に表示された多様な映像は互いに連関されていて、使用者は短い時間に
マウスなどの簡単な操作だけで所望する部分を易しく観察することができる。これによっ
て検診効率が向上することができる。
【０１０３】
共に、本発明では使用者が検査対象の任意の部分を関心部分で指定することができる。
【０１０４】
例えば、使用者は第１参照画像１３２０に第１地点（Ｓ１）を関心部分で指定することが
できる。それでは、第１参照画像１３２０に第１地点（Ｓ１）を関心部分で表示するため
の所定のマークを表示することができる。
【０１０５】
共に、第２参照画像１３３０、第３参照画像１３４０及び仮想内視鏡の映像（１３００、
１３１０）でも第１地点（Ｓ１）に対する映像を関心部分に対するデータでメモリーに貯
蔵することができる。
【０１０６】
すなわち、少なくとも一つの仮想内視鏡の映像と少なくとも一つの参照画像の内少なくと
も一つの映像で任意の第１部分を関心部分で指定する場合、残り映像の内少なくとも一つ
で第１部分に対応される部分も関心部分に指定されることができるのである。
【０１０７】
共に、関心部分に対する映像はメモリーに貯蔵されるのである。
【０１０８】
以後、使用者があらかじめ指定した関心部分に対するデータを確認するためにローディン
グ(Loading)命令を命令入力部を通じて入力することができる。
【０１０９】
このような場合には、メモリーに貯蔵された前記関心部分に対する映像を表示部に表示す
ることができる。
【０１１０】
例えば、図１３の第１参照画像１３２０で第１地点（Ｓ１）を関心部分で指定した場合、
使用者が関心部分として第１地点（Ｓ１）にデータをローディングする場合、第２参照画
像１３３０、第３参照画像１３４０及び仮想内視鏡の映像（１３００、１３１０）の第１
地点（Ｓ１）に対するデータを一緒にローディングし一つの画面に表示することができる
。
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【０１１１】
図１７乃至図１９は仮想カメラの移動経路を表示する参照画像に対して説明するための図
である。
【０１１２】
先ず、図１７を注意深く見れば移動経路に対する参照画像は検査対象１７００の全体に対
する移動経路２１０を表示した映像で有り得る。例えば、人の大腸のはじめから最後まで
仮想カメラの移動経路を表示できるものである。
【０１１３】
このような場合、観察者は図１７の参照画像で観察を所望する部分を手軽く選択すること
ができるから検診の効率を向上させることができる。
【０１１４】
または、図１８の場合のように移動経路に対する参照画像は検査対象１７００の一部に対
する移動経路２１０を表示した映像で有り得る。
【０１１５】
例えば、検査対象１７００の内第１部分１７１０、第３部分１７２０、第５部分１７３０
は移動経路２１０を表示し、残り第２部分１７４０、第４部分１７５０は省略されること
ができる。
【０１１６】
すなわち、観察者は検査対象１７００の内観察を所望する部分のみを選択し移動経路２１
０を表示し、共に選択した部分でばかり仮想内視鏡の映像を撮影するのが可能であるのだ
。
【０１１７】
または、図１９の場合のように移動経路２１０の表示が省略された部分で追加的に移動経
路２１０を復旧することができる。
【０１１８】
例えば、検査対象１７００の内第１部分１７１０と第３部分１７２０の間に配置される第
２部分１７４０が省略された状態で第２部分１７４０を復旧しようとする場合、観察者は
第１部分１７１０の終了地点（Ｘ１）と第３部分１７２０の開始地点を選択することがで
きる。
【０１１９】
以後、観察者は第１部分１７１０の終了地点（Ｘ１）と第３部分１７２０の開始地点の間
部分を復旧する命令を入力することができるし、このような場合に第２部分１７４０が復
旧され、共に第２部分１７４０に移動経路２１０が表示されることができる。
【０１２０】
図２０ないし図２４は本発明に係る仮想内視鏡装置のまた他の機能の一例に対して説明す
るための図である。
【０１２１】
先ず、図２０を注意深く見れば少なくとも一つの仮想内視鏡の映像と少なくとも一つの参
照画像の内少なくとも一つの映像は外部から入力される命令に従って拡大または縮まるこ
とができる。すなわち、本発明に係る仮想内視鏡装置は所定の映像で所望する部分を拡大
あるいは縮める機能を有することである。
【０１２２】
例えば、図２０の（ａ）のようにバンド ビュー映像が表示された状態で、観察者が (a)
で表示された部分を拡大することを所望する場合に、観察者は表示された部分を拡大しろ
うという拡大命令を入力することができる。
【０１２３】
それでは、図２０の（ｂ）のように選択された部分が拡がって表示されることができるの
である。
【０１２４】
このように、所望する部分を拡大させる場合にはもうちょっと精緻な検診が可能になるこ
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とができるし、これによって検診の正確性を向上させるのが可能である。
【０１２５】
または、図２1の場合のように少なくても一つの仮想内視鏡の映像と少なくとも一つの参
照画像の内少なくとも一つの映像はパノラマ方式(Panoramic)に表示されることができる
。
【０１２６】
例えば、バンド ビュー映像の一部にスクロール(Scroll)できる機能窓（２１００、２１
１０）を配置することができる。そして観察者は機能窓（２１００、２１１０）に表示さ
れたスクロールバー（２１２０、２１３０）をマウスなどの命令入力手段を利用し移動さ
せることができる。それでは、バンド ビュー映像は観察者が入力した命令に従ってパノ
ラマ方式で連続的に表示されることができる。
【０１２７】
または、図２２の場合のように少なくても一つの仮想内視鏡の映像と少なくとも一つの参
照画像の内少なくとも一つの映像はスライドショー(Slideshow)方式に表示されることが
できる。
【０１２８】
例えば、スライドショー命令が入力されれば連続される映像（ａ～ｆ）が所定の時間間隔
を置いて順に表示されることができる。
【０１２９】
または、図２３の場合のように観察者が指定した任意の部分の映像がキャプチャー(Captu
re)にされてメモリーに貯蔵されることができる。
【０１３０】
例えば、観察者が前の図１３で第１参照画像１３２０の第１地点（Ｓ１）を関心部分で指
定した場合に、このような第１地点（Ｓ１）に対応される仮想内視鏡の映像（ａ、ｂ）及
び参照画像（ｃ、ｄ）がキャプチャーすることがある。
【０１３１】
このように、キャプチャーされた映像（ａ～ｄ）はメモリーに貯蔵されることができるし
、共に使用者のローディング命令に従ってローディングされて画面に一緒に表示されるこ
とができる。
【０１３２】
または、図２４の場合のように観察者が指定した関心部分を画面上に表示することができ
る。
【０１３３】
例えば、図２４のように検査対象１７００の仮想内視鏡の映像を察している途中疑心され
る部分を尋ねた場合、それぞれの部分を関心部分で指定し画面上にマークとして表示する
ことができる。図２４は観察者が指定した関心部分が総８個であり、これに対して（１）
（２）（３）（４）（５）（６）（７）（８）のマークで表示した場合である。
【０１３４】
以後、観察者は画面に表示されたマークの内で観察することを所望する少なくとも一つを
選択する場合に、その部分に当る仮想内視鏡の映像または参照画像を画面上に表示するの
が可能である。
【０１３５】
図２５乃至図２６は仮想カメラの回転軸に対し説明するための図である。
【０１３６】
先ず、図２５を注意深く見れば仮想カメラ２２０は移動経路２１０と垂直し回転すること
ができる。
【０１３７】
または、図２６の場合のように仮想カメラ２２０は移動経路２１０と鋭角あるいは鈍角で
交差して回転することも可能である。
【０１３８】
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このように、仮想カメラ２２０が移動経路２１０と鋭角あるいは鈍角で交差して回転する
場合には一回の動作でより広い領域を撮影するのができる。
【０１３９】
図２７は仮想カメラの動きに対して説明するための図である。
【０１４０】
図２７を注意深く見れば、（ａ）のように仮想カメラ２２０は移動経路２１０を軸に回転
しながら共に移動経路２１０に付いて進行するのが可能である。このような場合には仮想
カメラ２２０の速度を向上させるのが可能である。
【０１４１】
または、（ｂ）のように仮想カメラ２２０は進行が止めた状態で回転するのが可能である
。例えば、仮想カメラ２２０は第１領域１５００で回転し検診対象を撮影し、以後第２領
域１５１０、
第３領域１５２０に順次に移動して回転することで検診対象を撮影することができる。
【０１４２】
このような（ｂ）のような場合には歪曲が最小化された仮想内視鏡の映像の獲得が容易す
ることがある。
【０１４３】
図２８乃至図３０は仮想カメラの視野角に対して説明するための図である。
【０１４４】
図２８のデータは仮想カメラの視野角（θ１）が２０゜（度）～１６０゜の場合に仮想内
視鏡の映像の分析の容易性と仮想内視鏡の映像の歪曲を判断した結果である。
【０１４５】
詳しくは、複数の観察者が仮想カメラの視野角による仮想内視鏡の映像を分析し、各各仮
想内視鏡の映像の分析の容易性及び歪曲に対する判断をしたし、このような複数の観察者
の判断結果を総合して評価した。
【０１４６】
Ｘ表示は仮想内視鏡の映像の分析が容易くないかあるいは仮想内視鏡の映像の歪曲が発生
し非常に不良であるということを示し、○表示は相対的に良好であるということを 示し
、◎表示は仮想内視鏡の映像の分析が容易であるかあるいは仮想内視鏡の歪曲が発生しな
くて非常に良好することを示す。
【０１４７】
図２８を注意深く見れば、仮想内視鏡の映像の歪曲側面では仮想カメラ２２０の視野角(
θ1)が 160゜(度)の場合に非常に不良さを分かる。
【０１４８】
このような場合には、図３０の場合のように仮想内視鏡カメラ２２０の視野角（θ１）が
過度に広いから仮想カメラ２２０の視野角(θ１) 内で観察されない領域が発生すること
ができ、これによって仮想内視鏡の映像の歪曲が発生することができることである。
【０１４９】
反面に、仮想内視鏡の映像の歪曲側面で仮想カメラ２２０の視野角（θ１）が２０゜～１
２０゜の場合には非常に良好することが分かる。
【０１５０】
このような場合には、仮想カメラ２２０の視野角（θ１）が最適化されることで仮想カメ
ラ２２０の視野角（θ１）
内で観察されない領域が実質的に発生しないことによって仮想内視鏡の映像の歪曲を防止
することができる。
【０１５１】
共に、仮想内視鏡の映像の歪曲側面で仮想カメラ２２０の視野角（θ１）ガ１４０゜の場
合には相対的に良好することが分かる。
【０１５２】
このような場合には、仮想カメラ２２０の視野角(θ1) 内で観察されない領域が発生する
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ことができるが、その程度が微々することがある。
【０１５３】
反面に、仮想内視鏡の映像の分析の容易性側面では仮想カメラ２２０の視野角（θ１）が
２０゜の場合に非常に不良することが分かる。
【０１５４】
このような場合には、図２９の場合のように仮想内視鏡カメラ２２０の視野角（θ１）が
過度に狭いから診断のために必要な映像の個数が過度に多くなることがある。これによっ
て、仮想内視鏡の映像の分析に過度に長い時間が必要であることがある。
【０１５５】
反面に、仮想内視鏡の映像の分析の容易性側面で仮想カメラ２２０の視野角（θ１）が
６０゜～１２０゜の場合に非常に良好することが分かる。
【０１５６】
このような場合には、仮想カメラ２２０の視野角（θ１）が最適化されることで仮想内視
鏡の映像の分析に所要する時間が低減されることがある。
【０１５７】
共に、仮想内視鏡の映像の分析の容易性側面で仮想カメラ２２０の視野角（θ１）が
１４０゜の場合には相対的に良好することが分かる。
【０１５８】
このような場合には、一枚の映像に表示される大腸２００の部分が広くて二つの映像の境
界部分で分析が容易しないことがあるが、それ程度が微々することがある。。
【０１５９】
反面に、仮想内視鏡の映像の分析の容易性側面で仮想カメラ２２０の視野角（θ１）が
１６０゜の場合に非常に不良することが分かる。
【０１６０】
このような場合には、仮想カメラ２２０の視野角（θ１）が過度に広くて視野角(θ1)内
で観察されない領域が発生することができるし、これによって二つの映像の境界部分で歪
曲が発生し分析が難しい。
【０１６１】
前記したデータを考慮する時、仮想カメラ２２０は視野角が６０～１２０゜であるのが望
ましいことである。
【０１６２】
図３１乃至図３２は仮想カメラの回転角度に対して説明するための図である。
【０１６３】
先ず、図３を注意深く見れば、（ｂ）のように仮想カメラ２２０の回転角度は３６０゜よ
り大きいことがある。または、（ａ）のように仮想カメラ２２０の回転角度は実質的に３
６０゜であることがある。
【０１６４】
（ａ）のように、仮想カメラ２２０の回転角度が実質的に３６０゜の場合には仮想カメラ
２２０の回転方向に広げて表示される一枚の仮想内視鏡の映像は両方端が一致することが
ある。すなわち、一枚の仮想内視鏡の映像は両方端の映像が連続されるのである。
【０１６５】
また、（ｂ）のように仮想カメラ２２０の回転角度が実質的に３６０゜より大きい場合に
は仮想カメラ２２０の回転方向に広げて表示される一枚の仮想内視鏡の映像は両方端が互
いに重畳(Overlap)されることがある。すなわち、一枚の仮想内視鏡の映像は両方端の映
像は実質的に同一である部分を含むのである。
【０１６６】
例えば、図３２の場合のように仮想カメラ２２０の回転方向に広げて表示される一枚の仮
想内視鏡の映像は中央映像２０００と、中央映像２０００の左側端に配置される第１側面
映像２０１０と中央映像２０００の右側端に配置される第２側面映像２０２０を含むこと
ができる。



(18) JP 2012-509133 A 2012.4.19

10

20

【０１６７】
ここで、第１側面映像２０１０と第２側面映像２０２０は第１地点（Ｐ１）から第２地点
（Ｐ２）の間の映像に互いに同一であることがある。
【０１６８】
このように一枚の仮想内視鏡の映像の両方端が互いに重畳されれば、両方端の境界部分で
映像の歪曲の発生を防止することで診断の正確性をさらに高めることができる。
【０１６９】
図３３乃至図３４は仮想カメラの進行距離に対して説明するための図である。
【０１７０】
先ず、図３３で仮想カメラ２２０は任意の第１０地点（Ｐ１０）で撮影した以後に第
２０ 地点（Ｐ２０）に移動し撮影することを仮定して見よう。
【０１７１】
このような場合、図３３の場合のように仮想カメラ２２０が任意の第１０地点（Ｐ１０）
で撮影する時の視野範囲は第１０地点（Ｐ１０）と連続された第２０地点（Ｐ２０）で撮
影する時の視野範囲と一部分（Ｗ１）が重畳されることがある。
【０１７２】
それでは、図３４のように連続される二つの映像は互いに重畳される部分（Ｗ１）を含む
ことができる。ここで、連続される二つの映像は仮想カメラ２２０の回転方向で広げた映
像で有り得る。
【０１７３】
このように、連続される二つの映像が互いに重畳される部分（Ｗ１）を含むようになれば
、連続される二つの映像の境界部分で映像の歪曲の発生を防止することができる。
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